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紀
元
二
千
六
百
年
奉
脱
式
の
記

堂
友
會
幹
事

む
か
し
紳
武
天
皇
、
大
和
橿
原
の
宮
に
て
高
御
座
に
即
か
せ
給
●
し
よ
b
悠
久
こ
ヽ
に
二
千
六
百
年
、
光
輝
あ
ろ
國

一
億
の
臣
民
學
b
て
奉
親
申
し
あ
げ
し
東
京
宮
城
外
苑
に
於
け
る
脱
典

の
威
激
猶
醒
め
や
ら
ぬ
十
一
月
十
九
日
、
友
邦
の
人
々
も
遠
方
よ

b
来
b
加
は

b‘

奉
仕
除
敷
百
萬
人
の
手
に
よ

b
て

完
成
せ
る
橿
原
神
宮
境
域
拉
畝
傍
山
東
北
陵
参
道
擦
張
整
備
工
事
の
竣
工
奉
獣
式
を
畢
行
さ
れ
る
秋
睛
れ
の
今
日
の
佳

辰
を
卜
し
、
我
が
懐
億
堂
に
於
て
紀
元
二
千
六
百
年
奉
服
式
を
畢
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
参
集
者
は
、

顧
問
狩
野
直
喜
、
理
事
長
小
倉
正
憧
、
理
事
木
間
瀬
策
三
、
評
議
員
佐
多
愛
彦
、
同
林
市
蔵
、
同
森
平
兵
衛
、

同
高
原
操
、
幹
事
成
田
軍
平
、
同
岡
野
廉
平
、
講
師
秋
月
胤
織
、
同
大
江
文
城

の
諸
先
生
を
初
め
聰
講
生
、
堂
友
會
員
凡
そ
六
十
名
。
大
講
堂
墳
上
に
金
屏
風
を
周
ら
し
、
正
面
に
大
國
旗
を
掲
げ
、

中
央

L
卓
子
を
置
く
。
来
賓
の
盆
め
に
も
別
段
の
席
を
設
け
ざ
ろ
は
齊
し
く
一
臣
民
と
し
て
奉
祝
申
し
あ
げ
る
に
相
應

し
き
茫
景
で
あ
る
。
午
後
四
時
四
十
分
一
同
着
席
し
、
先
づ
國
旗
に
到
し
起
立
敬
麗
し
た
る
後
、
宮
城
に
到
し
奉
b
て

最
敬
麓
し
、
次
に
橿
原
紳
宮
を
益
拝
し
奉
る
。
終
つ
て
理
事
長
小
倉
正
恢
先
生
が
登
壇
さ
れ
て
、
昔
吐
朗
々
と
左
記
の

運
隆
昌
の
大
御
代
に
生
を
享
け
た
る
を
欣
び
、

疇

疇

町

奉

祝

式

の

記

山

本

一七

楢

信



式
僻
を
讀
ま
れ
た
。

瑞
光
燦
ト
シ
テ
輝
ク

皇
紀
二
千
六
百
年
ヲ
迎
へ
建
國
瓶
業
ノ
王
績
ヲ
景
仰
シ
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
祝
幅
ス

JV

ノ
記

念
典
證
こ
國
ヲ
學
ヶ
テ
行
ハ
レ
一
億
同
胞
歓
天
喜
地
廣
大
無
邊
ノ
浬
穏
―
―
戚
泣
セ
サ
グ
ナ
シ
襲
―
―
紀
元
ノ
佳
節
―
―
常

大
詔
ヲ
漢
務
ア
ラ
セ
ラ
レ

爾
臣
民
宜
シ
ク
思
ヲ
紳
武
天
皇
ノ
創
業
一
一
騎
セ
皇
闘
ノ
宏
遠
―
―
シ
テ
皇
膜
ノ
雄
深
ナ
JV

ヲ
念
ヒ
和
衷
穀
力
餐
々
國
骰

ノ
精
華
ヲ
骰
揮
シ
以
テ
時
銀
克
服
ヲ
致
シ
以
テ
國
威
ノ
昂
揚
―
―
励
メ
祉
宗
ノ
紳
壺
＝
る
部
ヘ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
シ

今
ャ
世
局
ノ
激
菱
二
賓
一
一
國
運
隆
替
ノ
由
リ
テ
以
テ
判
カ
J
V
J
V
所
ナ
リ
爾
臣
民
其
＞
克
ク
帯
―
―
降
シ
ク
JV
宜
諭
ノ
趣

旨
ヲ
骰
シ
我
力
惟
紳
ノ
大
道
ヲ
中
外
二
顕
揚
シ
以
テ
人
類
ノ
禰
祉
卜
萬
邦
ノ
協
和
ト
ニ
寄
典
ス

JV

ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期

卜
宜
ハ
セ
ラ
JV
洵
―
―
恐
燿
一
一
堪
ヘ
ス
是
レ
賓
―
―
宏
遠
ノ
窟
旨
―
―
ジ
テ
君
民
二
壺
ノ
洪
範
ヲ
訓
ヘ
ク
マ
へ

JV

ナ
リ
普
天

率
土
盛
ク
慶
胤
ノ
意
ヲ
表
シ
戚
激
ノ
啓
乾
坤
―
―
溢
＞
正
一
一
肇
國
以
来
ノ
盛
事
卜
稲
セ
ラ
JV
惟
フ
―
―
世
界
―
―
國
多
シ
ト

雖
モ
我
ヵ
帝
繭
ノ
如
ク
國
礎
悠
久
―
―
ジ
テ
光
輝
ア
JV
歴
史
ヲ
有
ジ
然
ヵ
モ
牌
来
―
一
向
ッ
テ
骸
展
ノ
大
道
ヲ
邁
進
シ
ッ

セ
ヨ

優
詔
ヲ
賜
ハ
リ
‘

卜
仰
セ
ラ
＞
更
―
一
本
月
十

B
宮
城
外
苑
一
一
於
ケ
JV
奉
祝
式
典
―
―
際
シ

雨
陛
下
親
シ
ク
臨
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
重
ネ
テ

リ
畏
ク
モ

懐

式
徳

僻

一
八



紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
式
の
記

ペ
含
我
等
の
使
命
を
力
説
さ
れ
た
。
次
で
理
事
長
の
骰
啓
に
て
、

一
九

一
同
啓
高
ら
か
に
浬
壽
の
萬
歳
を
一
二
唱
し
て
一
且

ノ
賊
ヲ
捧
ケ
臣
道
賓
賤
ノ
義
ヲ
全
ク
ス

JV

ト
共
―
―
協
カ
一
致
以
テ
八
紘
一
宇
ノ
皇
膜
ヲ
粟
賛
シ
深
厚
無
比
ノ

二
奉
到
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
キ
ナ
リ
伯
テ
本
日
荻
―
―
奉
祝
式
ヲ
開
催
シ
諸
君
卜
共
―
―
恭
シ
ク

賓
眸
ノ
無
窮
ヲ
頌
シ
奉
JV

，
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
九

H

財
圃
法
人
懐
穏
堂
記
念
會
理
事
長

右
朗
讀
了
つ
て
一
且
降
墳
、
再
び
登
墳
さ
れ
て
別
項
の
如
苔
一
場
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
、
る
。
式
典
参
列
の
榮
餐
に
溶

さ
れ
た
戚
激
に
語
を
起
さ
れ
て
穏
性
の
涌
養
、
智
能
の
練
磨
に
勉
め
、

正
を
賤
み
義
を
貰
き
て
浬
穏
を
八
紘
に
光
被
す

式
を
閉
ぢ
、
更
に
演
壇
を
設
け
て
狩
野
直
喜
先
生
の
御
講
話
を
拝
聰
す
る
。
別
項
の
如
く
我
が
國
骰
の
萬
國
に
冠
絡
す

小

倉

正

仮

迎
壽
ノ
萬
歳
ヲ
祝
シ
亜
恩

粛

ミ

テ

専
ラ
稼
性
ヲ
涵
養
シ
學
術
ヲ
進
展
シ
以
テ
繭
民
文
化
―
―
資
ス

J
V
-
―
在
リ
堂
友
ク
JV

モ
ノ
各
其
ノ
職
ヲ
守
リ
滅
私
奉
公

キ
荘

ツ
ア

JV

モ
ノ
ナ
シ
是
＞
全
ク

皇
机
天
業
ヲ
恢
弘
シ
テ
癒
化
ヲ
六
合
一
一
敷
キ
歴
惟
王
績
ヲ
紹
キ
タ
マ
ヒ
恩
威
ノ
光
被

ス
JV

デ
田
JV
今
ャ
千
古
未
曾
有
ノ
一
大
韓
換
期
二
際
曾
シ
テ
國
運
ノ
骰
展
飛
躍
ヲ
期
ジ
東
亜
ノ
安
定
ヲ
確
立
ジ
世
界

平
和
ヲ
促
進
ス

JV
等
前
途
非
常
ノ
難
局

9
打
開
セ
サ
JV

ヘ
カ
ラ
ス
我
等
幸
一
一
生
ヲ
此
ノ
昭
代
―
―
享
ケ
此
ノ
隆
運
ヲ
仰

迎
紀
ヲ
壽
ク
千
載
一
遇
ノ
機
合
一
一
遭
遇
シ
テ
戚
激
井
躍
ノ
至
リ
ニ
堪
ヘ
ス
和
衷
戦
力
以
テ
時
熙
ヲ
克
服
ジ

亜
恩
―
―
奉
答
セ
ン
コ
ト
ヲ
誓
フ
我
力
懐
徳
堂
ノ
主
旨
ト
ス

JV
所
（
先
儒
ノ
遺
業
ヲ
組
キ
亜
賢
ノ
教
ヲ
奉
シ



る
所
以
を
閾
明
せ
ら
れ
、
皇
國
無
窮
の
蒲
榮
を
祝
幅
せ
ら
る
。
右
終
つ
て
一
同
導
か
れ
て
小
講
堂
に
設
け
ら
れ
た
る
賀

筵
の
席
に
入
る
。
浦
潔
な
白
布
に
覆
は
れ
た
机
上
に
、
代
用
食
と
は
い
ひ
な
が
ら
御
心
盛
し
の
折
詰
が
所
挟
含
ま
で
な

ら
べ
ら
れ
て
あ
る
。
和
氣
謁
々
の
裡
に
互
に
浦
酒
を
酌
み
か
は
し
て
乾
杯
し
、
千
代
萬
代
に
榮
え
ゆ
く
皇
國
の
萬
々
歳

を
祝
幅
す
る
と
ヽ
も
に
臥
薪
嘗
腑
盛
忠
の
大
義
に
徹
し
、
皇
國
の
威
風
を
世
界
に
宜
揚
し
、
萬
邦
平
和
恢
復
の

今
荘
に
理
事
長
小
倉
先
生
の
御
挨
拶
、
及
び
狩
野
先
生
の
御
講
話
を
本
堂
書
記
藤
塚
賊
二
君
が
速
記
せ
る
を
、
特
に

御
許
可
を
獲
て
編
纂
し
、
紀
元
二
千
六
百
年
の
佳
歳
を
奉
祝
せ
る
好
記
念
と
し
て
、
後
泄
子
孫
に
遺
す
盆
め
延
引
な
が

ら
「
懐
癒
」
臨
時
琥
を
印
行
す
る
こ
と
ヽ
し
た
、
讀
者
請
ふ
こ
れ
を
諒
せ
よ
。

に
應
へ
奉
ら
ん
こ
と
を
誓
っ
た
。
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